
EndNote Basic
の使い方

文献検索ガイダンス



本日の内容

■ EndNote Basicでできること

■ EndNote Basicへのアクセス

■ 文献情報を収集する

■ 文献情報を整理する

■ 文献情報を活用する

■ さまざまな文献管理ツール



EndNote Basicでできること

さまざまな文献データベースから
文献情報を一括インポート
※エクスポートもできます

文献リストも作れます

集めた文献を
グループ分け 論文へのリンク

・・・読んだ／読みたい論文を収集・整理・活用できます。



EndNote Basicへのアクセス

アカウント
作成

アカウント作成後は、
学外からもアクセスできます。

アカウント作成時のアクセスは
学内ネットワーク接続端末から



①EndNoteのツールバーを表示する
【方法1】ＩＥ起動後、ツールバーの「Endnote Capture」にチェックを入れる。

【方法2】IE起動時に表示される「アドオンの選択」から、「Endnote Capture」を有効にする。

EndNote Basicへのアクセス 実習室ver.

②右上に表示される「EndNote 3.10をクリック



１．文献情報を収集する
① CiNiiから取り込む

文献情報は
「未整理フォルダ」に

保存されます。

EndNoteへの
ログインを

求められます。



① をクリックして引用窓を表示し、
「Endnote」をクリック

②Endnoteを開き、「文献の収集」→

「レファレンスのインポート」をクリック

任意の場所に
データを保存

１．文献情報を収集する
② Google Scholarから取り込む

インポートオプションは

「Endnote Import」
を選択



参照したWebサイト上で右上に表示
される、「Capture」をクリック

必要な項目を入力して
「保存先」をクリック

１．文献情報を収集する
③ Webサイトから取り込む



１．文献情報を収集する
④ 手入力する

ファイルを貼付する
こともできます。



画面の見方_一覧画面

並び替え条件を指定
列名をクリックでも
並べ替えできます。

１ページごとの
表示件数

論題

収録誌名

登録されている
グループ表示

添付ファイルを表示
※ここからファイルを添付
することもできます。

論文全文へのリンク

文献情報の情報源
へのリンク



画面の見方_詳細画面

収録誌に関する情報

添付ファイルを表示
※ここからデータを添付
することもできます。

各フィールドの登録情報をクリック
すると、登録内容を修正できます。



１．CiNii ArticlesもしくはCiNii Booksからインポートする

２．Google Scholarからインポートする

３．Webサイトからインポートする

４．手入力で作成する

【Webサイトからのインポートで入力する項目】

レファレンスタイプ ： Webページ

Author ： サイト製作者

Title : Webページ名称

Access Year : 最終閲覧年（練習問題では今年）

Access Date : 最終閲覧日（練習問題では今日）

作成したデータ
は後半の実習で
使用します！

制限時間：15分

【練習】文献をマイレファレンスに登録してみましょう

練習問題



２．文献情報を整理する
① マイグループを作成/整理する

ｃ

・既存のグループに追加
・新規グループ作成

の、いずれかを選択。

新規グループを作成すると、
マイグループの一番下に
表示されます。

マイグループの並べ替えはここではできません。



２．文献情報を整理する
① マイグループを作成/整理する

グループ追加

グループの削除

クリックで並べ替え
（昇降順の変更のみ） グループ名の

変更



２．文献情報を整理する
② 重複を確認する

重
複

重
複

重複データを一括で
削除できます



２．文献情報を整理する
③ データを添付する



３．文献情報を活用する
① 文献リストを作成する

リストを作成する

マイグループを選択

投稿予定の雑誌など、文献リストの

スタイルを選択

※標準的なスタイルもあります。

日本語：SIST→「SIST02-2007」を選択
外国語：バンクーバースタイル

→「Vancouver」を選択

お気に入りのスタイルを登録して
おくこともできます。

ファイル形式を選択。



３．文献情報を活用する
② Word文書に引用を挿入する

必ず確認！

実習室のパソコンには
プラグインツールを
インストール済みです



３．文献情報を活用する
② Word文書に引用を挿入する

これをここに引用したい。

著者名、論題などで
検索

挿入する文献を選んで、

Insertをクリック
（もしくは、文献をダブル
クリック）
※引用はカーソルの場所に
挿入されます。



３．文献情報を活用する
② Word文書に引用を挿入する

クリックで引用を選択
（文字列が網掛けされます）

引用の編集・削除 スタイルの変更

文中の引用は、選択→ドラッグで挿入場所を変更することができます。



３．文献情報を活用する
③ マイグループを共有する

マイグループを共有したい
ユーザのメールアドレスを
入力

相手のマイレファレンスに
共有するマイグループが
表示される。



Wordの課題用例文を開いてください

引用箇所に著者情報を挿入する。

文末に文献リストを追加する。

（）

実習 引用文献リストを作成する



①Word文書を開き、タブを「EndNote」に切り替える

②「Style」から「APA ６th」を選択する

指定のスタイルは
課題毎に異なる
場合があります

EndNoteへの
ログインを
求められます。

実習 引用文献リストを作成する
① Wordの準備



②「Insert Citations」をクリック ①挿入箇所にカーソルを指定

実習 引用文献リストを作成する
② 文献を挿入する



④候補が複数表示された場合は対象の論文を選択

⑤書誌情報を確認して「Insert」を
クリック

実習 引用文献リストを作成する
② 文献を挿入する

③挿入したい文献のタイトルや著者等に含まれる
単語を入力して「Find」をクリック



引用文献挿入後のWord文書

カーソル位置に「(著者, 出版年)」が挿入される

文末に文献リストが追加される



①対象の文献をクリック（反転する）

②「Edit Citation(s)」をクリック

実習 引用文献リストを作成する
③ 挿入した文献を編集する



「Edit Reference」→
「Remove Citation」で文献を削除

実習 引用文献リストを作成する
③ 挿入した文献を編集する

「Exclude author」と「Exclude year」にチェックを
入れると、本文に挿入した引用情報が非表示になる



４．さまざまな文献管理ツール

EndNote Basic Mendeley
EndNote

デスクトップ

料金
市大所属者は

無料
無料 約58,000円

引用スタイル数 3,700種以上 7,000種以上 7,000種以上

スタイルの編集 × △ ○

書誌データから
PDF自動DL

× ○ ○

ファイル添付 ○（2GBまで） ○（2GBまで） ○

PubMedからの
取り込み

○ △（1件ずつ） ○

医中誌からの
取り込み

○ ○ ○

インターフェイス 日本語 英語 英語


